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1．はじめに

近年，建設業քは，ެ共事業の෮ௐや 2020 年の౦ޒژ
ྠをݟਾ͑たインフラ整備等に伴い，੓෎の建設౤資ֹは
増Ճ޲܏に͋り，ճ෮基ௐを示しているが，その一方で，
࿑務අや資材අのߴಅが業քのݒ೦材料となっている。そ
のようなঢ়گのதで，道路建設工事においては，工事コス
トॖ減や，地球ڥ؀΁の഑ྀ等，ࣾ会的要ٻ事項΁の対Ԡ
もٻめられている。
このようなঢ়گ下において，ޙࠓ，কདྷ的には新設道路
の建設は減গし，ҡ持मસ工事が増Ճすることが༧ଌされ
ることから，効果的かつ効཰的なҡ持मસ技術がٻめられ
ている。
大成ロテック᷂では，その解ܾ策として，ैདྷの路上表
૚࠶生技術（αーフΣイスリαイクリンά工法）を更に簡
ૉ化し，ط設舗装路面を࠶生する௿コスト路面ҡ持工法で
͋るʰώートリフレッシュ工法ʱをఏ案し，ઐ用の施工機
械を開発した。本ߘでは，ώートリフレッシュ工法の֓要
およびઐ用機の特௃を示すと共に，そのಋ入事例について
報ࠂする。
2．ヒートリフレッシュ工法の概要

ώートリフレッシュ工法は，ύッνンάやஈࠩ，࿝ٺ化
でইΜだアスファルト舗装面を簡қ的にमસする工法で，
ઐ用施工機を使用し，ط設舗装路面をՃ೤，ਂさ 10 mm
ఔ度ૡき΄͙し，ްさ 20 mmఔ度の新نアスファルトࠞ
߹෺を路面表૚෦にリペーブするബ૚オーόーレイ工法で
͋る。施工イϝージを図─ 1に示す。
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ώートリフレッシュ工法の特௃を下記に示す。
1）඼࣭の֬อ
Ճ೤してૡき΄͙したط設路面と新ࠞن߹෺を一体化さ
せることで，઀ணࡎ（タックコート）を使用せͣに੾削オー
όーレイ工法とಉ等Ҏ上の઀ணڧ度を持った舗装路面を࠶
生することが可能で͋る。
図─ 2に引ுりڧ度，図─ 3にせΜஅڧ度ݧࢼの݁果
例を示す。

2）工ظ୹ॖ
઀ணࢄࡎ෍工等の作業工ఔが省ུされ，工ظの୹ॖ及び，
。଴できるظ交通開์がظૣ
3）機械編成の簡ૉ化
੾削オーόーレイ工法及び，ώートリフレッシュ工法の
施工機械編成ൺֱを図─ 4に示す。ઐ用施工機を使用す
ることで，ᶃط設路面のՃ೤，ᶄૡき΄͙し，ᶅアスファਤᴷ �　施工Πϝʔδ
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ルトフィニッシャ΁の新ن߹材のڅڙを 1୆で行うこと
で，੾削オーόーレイ工法とൺֱして，施工機械編成の簡
ૉ化できる。
4）施工コストॖ減
施工コストのࢼ算݁果を図─ 5に示す。施工コストは，

施工場ॴを関౦とし，1 日のみの施工で，日施工量を
2,000 m2 としてࢼ算した。લड़した作業工ఔの୹ॖや機械
編成の簡ૉ化による೩料අ，ճ送අ等がコストダウンされ，
施工コストは，ैདྷの 30 mmの੾削オーόーレイとのൺ
で໿ 30ˋ，40 mmの੾削オーόーレイでは，໿ 45ˋॖ減
できる（当ࣾൺ）。

ෛՙ௿減効果ڥ؀（5
当֘工法では，੾削機による路面੾削を伴わないため，
੾削ഇ材が発生しない。また，路面੾削に伴うഇ材運ൖं
྆から排出されるCO2 も削減される。
CO2 排出量のࢼ算݁果を図─ 6に示す。ࢼ算৚݅は，෯

員 3.25 m，2ंઢ，Ԇ௕ 200 m，面積 1,300 m2 で，݁果は，
100 m2 ͋たりの CO2 排出量とした。当֘工法の CO2 排出
量は，ैདྷの 30 mmの੾削オーόーレイとのൺで໿ 20ˋ，
40 mmの੾削オーόーレイでは，໿ 35ˋの௿減効果がݟ
込まれる（当ࣾൺ）。
3．専用機の開発

3.1　機械概要

ώートリフレッシュ工法のઐ用施工機として，ैདྷ，路
上表૚࠶生工法で使用していたνャージャーώータंを
ベースマシンとして開発を行った。
νャージャーώータंは，h ダンプトラックから表૚用ア

スファルトࠞ߹෺をडけ，ޙ方のアスファルトフィニッシャ
にڅڙする機能ʱとʰ路面をՃ೤する機能ʱおよびʰՃ೤
路面をૡき΄͙す機能 のɦ 3つの機能を༗する機械で͋る。
機械の主要ॾݩを表─ 1に，機械全ܠを写真─ 1に示す。

1）表૚用アスファルトࠞ߹෺څڙ装ஔ
ダンプトラックで運ൖされたࠞ߹෺を，ઐ用施工機の材
料ホッύでडけ，ޙ方に഑ஔしたアスファルトフィニッ
シャに材料څڙする。
2）路面Ճ೤装ஔ
-P(式੺֎ઢώータをύネルঢ়に഑ྻし，最大໿ 6,000‌
.+/hのՃ೤能ྗを༗する。ώータύネルのঢ߱機能及び，
೩ম੍御によって，最దな路面Ճ೤を֬อする。ຢ，ώー
タύネルの増設により，最大෯員4.0 mまで対Ԡ可能で͋る。

ਤᴷ �　機械施工ฤ੒ਤൺֱ
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දᴷ �　ओཁॾݩ

ੇ法
全௕ 10,449 mm
全෯ 2,480 ʙ 4,000 mm
全ߴ 2,648 mm

ं྆ॏ量 21,790 LH
施工෯員 2,480 ʙ 4,000 mm

Ճ೤装ஔ
Ճ೤方式 ੺֎ઢ᫔ࣹ方式
Ճ೤能ྗ 5,986 .+/h
Ճ೤೩料 -P(

ࣸਅᴷ �　νϟʔδϟʔώʔλंશܠ
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3）ૡき΄͙し装ஔ（スΧリファイϠ）
੾削機用௒ߗϏットを水平方޲に 50 mm等ؒ隔で഑ྻ

し，各ʑのϏットがスプリンάの൓発機能によってಠ立して
路面に作用する。スプリンάの൓発ྗによって，Ϗットを路
面に৯い込ませることで，路面ܗঢ়に௥ैして一定のૡき
΄͙しが֬อされ，また，路面のط設マンホール等も，Ϗッ
トが௓Ͷのけることで，Ϗットを損ইさせることແく，連ଓ
的ૡき΄͙しが実施可能で͋る。スΧリファイϠの施工ঢ়
。を写真─3に示すگを写真─2に，マンホール෦の施工ঢ়گ

3.2　施工事例

平成 23 年度から，現場にてڙ用を開࢝し，当֘機によ
る૯施工面積は，໿ 8,000 m2 で͋る。
下記に，施工事例を঺հする。

3.2.1　工事概要

工事֓要を表─ 2に示す。
─を表گ設舗装の路面ঢ়ط 3に，路面ঢ়گの一例を写

真─ 4に示す。
工事対৅となる路面の '8Dによるௐࠪ݁果は，D0 た

わみ量ʹmaY414（Жm），わだͪ۷れ量ʹmaY23（mm）。
また，ͻびׂれ཰ʹ 20.3（ˋ）で͋った。
3.2.2　施工

施工は，当֘機で，路面Ճ೤・ૡき΄͙しを行い，アス

ファルトフィニッシャにて新نアスファルトࠞ߹෺を
20 mmෑきۉしޙ，マΧダムローラ及びタイϠローラに
より転圧を行った。施工ঢ়گを写真─ 5に示す。
3.2.3　施工結果

施工લޙの路面ঢ়گを写真─ 6に示す。
表─ 4に，मસޙの路面ੑঢ়݁果を示す。
，れや，ͻびׂれ及びߥ年ྼ化による路面のܦ，設舗装はط

わだͪ۷れが発生していたが，施工ޙの平ୱੑは，Мʹ1.5
（mm），わだͪ۷れ量は，1.8（mm）にम෮され，舗装体
として機能෮ݩ及び，૸行ੑのճ෮を図ることができた。
4．新型専用施工機の開発

4.1　開発経緯

3 項までに記ड़した様に，ώートリフレッシュ工法は，

ࣸਅᴷ �　εΧϦϑΝΠϠ施工ঢ়گ

ࣸਅᴷ �　Ϛϯϗʔϧ෦施工ঢ়گ

දᴷ �　工֓ࣄཁ

場ॴ ੩Ԭބݝ੢ࢢ（国道）
施工月 平成 23 年 6 月
໛ن 400 m2（෯員 3.3 mʷԆ௕ 60 mʷ 2ंઢ）

上૚ࠞ߹෺ 5 mm5op 改࣭ᶘ型ࠞ߹෺（tʹ 20 mm）
交通量۠分 /5交通

දᴷ گ設ฮ૷ͷ࿏໘ঢ়ط　�

平ୱੑ
（mm）

わだͪ۷れ量
最大（mm）

'8Dによる
D0 たわみ量‌
最大（Жm）

ͻびׂれ཰
（�）

上りंઢ 3.99 23 414 20.3
下りंઢ 2.14 14 392 1.1

ࣸਅᴷ �　࿏໘ঢ়گ

ࣸਅᴷ �　施工ঢ়گ
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Ճ೤ૡき΄͙したط設路面に，ҳૣく新نアスファルトࠞ
߹෺をオーόーレイすることが , 新چの材料઀߹ੑをڧਟ
とし，඼࣭֬อの上で，ॏ要な要ૉとなる。特にౙق施工
やྫྷפ地での施工に際しては，路面のՃ೤ૡき΄͙しޙに
タイムラάແく，௚近で新نアスファルトࠞ߹෺をෑきۉ
すことがより理૝的な施工法となる。この点にண໨し，ॳ
し機能（Ҏۉ型のઐ用施工機にアスファルトࠞ߹෺のෑظ
下 , スクリード装ஔと記す）を装備した新型ઐ用施工機（2
号機）の開発੡作を実施した。
4.2　機械概要

新型機の開発コンセプトは，ෆ稼働機械をྲྀ用し，開発
に関わるॳظ౤資ֹを཈͑，機械使用料を安価とすること
で施工コストに൓өすることを໨的とした。また，路面の
Ճ೤・ૡき΄͙しʙアスファルトࠞ߹෺のෑۉしまでの作
業工ఔを一୆の機械にオールイン化することで，施工に関
わる機械ܦඅを௿減させた。
新型機は，路上表૚࠶生工法で使用していたリϛΩαं
をベースマシンとして開発を実施した。
当֘機は，ᶃ材料ホッύ，ᶄ材料ൖ送装ஔ，ᶅ路面Ճ೤
用ώータ装ஔ，ᶆ路面ૡき΄͙し装ஔ（スΧリファイϠ），
ᶇ材料ෑۉし装ஔ（スクリード）を備͑る。当֘機の主要
ॾݩを表─ 5に，新型ઐ用施工機の全ܠを写真─ 7に示す。
4.3　機械装置概要（特徴）

1）路面Ճ೤用ώータ装ஔ
ハイΧロリータイプの -P( 式੺֎ઢώータ（ैདྷൺの
2ഒ૬当の೤量）を࠾用して，装ஔのऩೲスペースをコン
ύクト化すると共に，Ճ೤ੑ能を޲上させた。また，Րؾ

දᴷ �　मસޙͷ࿏໘ੑঢ়݁Ռ

平ୱੑ
（mm）

わだͪ۷れ量
最大（mm）

す΂り఍߅
（BP/）

1.48 1.6 62
1.54 1.9 64

දᴷ �　ओཁॾݩ

ੇ法
全௕ 9,781 mm
全෯ 2,490 ʙ 3,990 mm
全ߴ 2,807 mm

ं྆ॏ量 21,800 LH
施工෯員 2,500 ʙ 4,000 mm

Ճ೤装ஔ
Ճ೤方式 近੺֎ઢ᫔ࣹ方式
Ճ೤能ྗ 5,567 .+/h
Ճ೤೩料 -P(

ࣸਅᴷ �　施工લޙͷ࿏໘ൺֱ

ࣸਅᴷ �　৽ܕઐ༻施工機ͷશܠ

औѻの安全֬อ及び，操作ੑ޲上を໨的として，খ型ແઢ
リϞコンでの遠隔操作によるࣗ動ώータ੍御方式（ࣗ動ண
Ր・೩ম量੍御）を࠾用した。
2）スΧリファイϠ
ॳظ型機とಉ様の，Ճ圧スプリンά式ૡき΄͙し装ஔを
。用した࠾
3）スクリード装ஔ
൚用のアスファルトフィニッシャで実੷の͋る৳ॖ式の
タンύ・όイブレータ型スクリード（৳ॖ式5Vスクリー
ド）を࠾用し，舗装෯員8ʹ2.5ʙ4.0 m の舗装が可能で͋
る。
4.4　新型専用施工機械の導入効果

新型ઐ用施工機の現場ಋ入効果を下記に示す。
1）安全ੑの޲上
新型機のಋ入により，h 新ࠞن߹෺のड入れൖ送・路面
のՃ೤ૡき΄͙し・新ࠞن߹෺のෑۉしʱの一連作業が，
1୆でྃ׬するので，更に機械編成が簡ૉ化され，ॏ機ಉ
リスクがݥة等の（まれڬ）ނ及び，作業員との઀৮事࢜
大෯に௿減し，安全ੑの޲上がظ଴できる。
2）඼࣭の֬อ
当֘機を使用したૡき΄͙し及び，ෑۉしঢ়گを写真─

8に示す。路面のՃ೤ૡき΄͙し及び , 材料ෑۉしまでの
作業工ఔを一ݩ化することで，路面のՃ೤ૡき΄͙しޙ，
ं྆がఀࢭしないݶり，1分ؒఔ度で材料ෑۉし（転圧作
業を除く）がྃ׬する。このため，温度௿下を最খݶにࢭ
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めたঢ়ଶでの材料઀߹が可能となり，೤์出が଎いബ૚舗
装体で͋っても，ط設舗装体との一体化が֬อされる。
3）機械編成の簡ૉ化
図─ 7に施工機械編成図を示す。

4）更なる施工コストॖ減
施工コストは，アスファルトフィニッシャに関わる輸送
අ，೩料අ，機械使用料が削減され，௿施工コストでの工
事をఏڙできる。
4.5　施工事例

道において，新型機による道路मસ工ࢢのࢢ૥ߵݝۄ࡛
事を実施した。Ҏ下に施工事例を示す。
4.5.1　工事概要

工事֓要を表─ 6に示す。
─を表گ設舗装の路面ঢ়ط 7に，路面ঢ়گの一例を写

真─ 9に示す。平ୱੑは৐り৺地を評価する *3* でଌ定を
行った。ط設舗装はُߕঢ়ͻびׂれのଞ，度ॏなる෦分ิ
म（ύッνンά），ෳ਺のポットホールも͋り，舗装表૚
෦の損ইがஶしくਐ行している路ઢで͋った。
4.5.2　施工

当֘施工では，ౙق施工で͋ったことや，όス路ઢのた
め交通੍نに大෯な੍໿が͋ったことから，施工ؒ࣌の୹
ॖ及び機械編成のコンύクト化を図るため，新型施工機を
選定し，施工を実施した。施工ঢ়گを写真─ 10に示す。

4.5.3　施工結果

मસޙの舗装路面ੑঢ়を表─ 8に，施工ޙのঢ়گを写
真─ 11に示す。
मસޙの平ୱੑଌ定݁果（*3*）Мʹ 1.6（mm/m），わ
だͪ۷れ量ʹ 2.6（mm）にमસされ，舗装体として機能
෮ݩ及び，૸行ੑのճ෮を図ることができた。
そのޙの௥੻ௐࠪの݁果として，現ࡏにࢸるまで，ͻび
ׂれ等の発生もなく݈全な道路としてڙ用している。
5．まとめ

本ߘでは , 簡қな舗装मસ工法として，ώートリフレッ
シュ工法をఏݴし，ઐ用施工機の開発及び , 現場ಋ入ฒび
に施工݁果にࢸるまでを報ࠂした。実੷としてಘられた݁

ࣸਅᴷ �　ૡ͖΄͙͠ɾෑ͠ۉঢ়گ

ਤᴷ �　機械ฤ੒ਤ

දᴷ �　工֓ࣄཁ

場ॴ （道ࢢ）ࢢ૥ߵݝۄ࡛
施工月 平成 25 年 11 月
໛ن 1,250 m2（෯員 2.6 mʷԆ௕ 240 mʷ 2ंઢ）

上૚ࠞ߹෺ 5 mm5op 改࣭ᶘ型ࠞ߹෺（tʹ 20 mm）

දᴷ گ設ฮ૷ͷ࿏໘ঢ়ط　�

平ୱੑ
（mm/m）

わだͪ۷れ量
平ۉ（mm）

ͻびׂれ཰
（�）

上りंઢ 2.73 6.7 45.5
下りंઢ 3.90 11.9 24.6

ࣸਅᴷ �　࿏໘ঢ়گʢमસલʣ

ࣸਅᴷ ��　施工ঢ়ࣸگਅ
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果をҎ下にまとめる。
ᶃ‌‌ώートリフレッシュ工法のద用により，Ճ೤してૡき΄
͙したط設路面と新ࠞن߹෺を一体化させることで，઀
ணࡎ（タックコート）を使用せͣに੾削オーόーレイ工
法とಉ等Ҏ上の઀ணڧ度を持った舗装路面を࠶生するこ
とが可能で͋る。また，新型機を使用した場߹，路面Ճ
೤と新ࠞن߹෺のෑきۉしまでのؒ隔が୹くなること
で，Ճ೤෦の温度௿下が減গし，更に֬実な෇ணڧ度を
֬อすることが可能となった。
ᶄ‌‌施工コストのࢼ算݁果として，関౦地Ҭでの施工 1日を
૝定した工事において，ैདྷの੾削オーόーレイ工（ް
さ 30 mm）とのൺֱで໿ 30ˋ，੾削オーόーレイ工（ް
さ 40 mm）では，໿ 45ˋの施工コストॖ減がظ଴できる。
また，新型機をಋ入した場߹では，更に 10ˋの施工コ
ストॖ減が可能となる（当ࣾൺ）。
ᶅ ‌‌CO2 排出量のࢼ算݁果として，ैདྷの੾削オーόーレ
イ工（ްさ 30 mm）とのൺֱで໿ 20ˋ，੾削オーόー
レイ工（ްさ 40 mm）では，໿ 35ˋの௿減効果がظ଴
できる。また，新型機をಋ入した場߹では，更に໿
20ˋ削減が可能となる（当ࣾൺ）。

ᶆ‌‌ώートリフレッシュ工法をద用することで ,௿コストで，ই
Μだ道路の舗装機能の෮ݩ及び，૸行ੑのճ෮を図るこ
とが可能となる。また ,道路の損ইఔ度がܰいظ࣌に当֘

දᴷ �　मસޙͷ࿏໘ੑঢ়݁Ռ

平ୱੑ
（mm）

わだͪ۷れ量
最大（mm）

上りंઢ 1.68 2.6
下りंઢ 1.62 2.7

ࣸਅᴷ ��　࿏໘ঢ়گʢमસޙʣ

工法をద用することで ໛ҡ持मસ工事をنコストな大ߴ,
ద用せͣとも༧防อ全にد༩し，道路Ԇ໋がظ଴される。
ᶇ‌‌新型施工機の開発ಋ入により，当֘工法にద用する施工
機械が省ྗ化され，それに伴う，機械ܦඅ（使用料・ճ
送අ・೩料අ等）・運転員のਓ݅අが削減となり，更な
る施工コストの௿減がظ଴できる。

6．今後の課題

。の՝題をҎ下に示すޙࠓ
1）施工データの஝積
特に新型機に関しては，ಋ入事例がগなく，ޙࠓも積ۃ
的な現場΁のಋ入を図り，施工データの஝積が必要で͋る。
2）ౙظ施工࣌の施工方法の֬立
ౙظの施工࣌は，路面Ճ೤ޙのஶしい温度௿下が༧૝さ
れる。施工ن໛やコストをצ案し，༧備Ճ೤の実施等の施
工方法を検౼する必要が͋る。
3）機械の大型化による安全対策
ෳ਺の機ߏを装備したため，機械が大型化した。そのた
め，֯ࢮとなる෦分が多く，作業の安全ੑを֬อするため
の対策が必要で͋る。
7．おわりに

ইΜだアスファルト舗装を簡қにิमするώートリフ
レッシュ工法は，྿価で CO2 排出量もগなく，੾削によ
るഇ材等の発生もない，ڥ؀に༏しい工法で͋る。
当֘工法が，ޙࠓのҡ持मસ等，道路管理業務の一ॿと
なるよう，ී及׆動に౒めていくと共に，ޙࠓも，地球؀
。΁഑ྀした技術・機械の開発に஫ྗしていくॴଘで͋るڥ
‌

ʬߟࢀจݙʭ
‌ 1）‌ࠠ໺‌路ొ・水໺ߒ޹‌・த௩‌কࢤ・関口‌ๆɿ簡қな路上࠶生機を用い

たิम工法の開発と効果の検ূ，第 17 ճ舗装に関するݒ৆࿦文，
pp.50 ʙ 56，2011
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お断り

この +C.A報ࠂは，建設施工と建設機械シンポジウムにて
࿦文৆をड৆したݪ文とは一෦ҟなる表現をして͋ります。




